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阿智村内発生土置き場（クララ沢）における環境の調査及び 

影響検討の結果並びに環境保全に対する助言 

 

 

１ 全般 

(1) 工事の実施及び工事用車両の運行に当たっては、環境保全措置を確実に実施すると

ともに、必要に応じて追加の環境保全措置を検討し、農作業期に住居を利用する人々を

含めた地域住民の生活環境及び自然環境への影響を回避又は最大限低減するよう努め

ること。 

(2) 事業の実施に当たっては、工事完了後の維持管理計画を含め、地域住民、阿智村等と

の丁寧かつ十分な連絡、調整及び協議に努めること。また、工事や環境保全措置の実施

状況等について、地域住民等への丁寧かつ十分な説明を行うこと。 

(3) 発生土置き場（クララ沢）の造成範囲内に新設するとしている谷止工及び治山堰堤

についても、「阿智村内発生土置き場（クララ沢）における環境の調査及び影響検討の

結果について」（以下「影響検討書」という。）及び「阿智村内発生土置き場（クララ沢）

における環境の保全について」（以下「環境保全計画書」という。）の工事の概要に明記

すること。 

 

２ 水環境 

(1) 工事により発生する濁水が周辺に生息する魚類等に影響を及ぼさないよう十分配慮

すること。また、放流に当たっては、漁業権者である下伊那漁業協同組合、河川管理者

等の関係機関と十分な協議を行い、必要な対策を講じること。 

(2) 水質のモニタリングについて、工事による影響を適切に把握できるよう、工事排水

を放流する箇所の上流側にも調査地点を設けるよう検討すること。 

(3) 工事管理の一環として実施する工事排水の測定について、測定頻度を環境保全計画

書に記載すること。また、工事中だけではなく、工事完了後も定期的に測定を実施する

よう検討すること。 

 

３ 植物 

(1) ヤマシャクヤクの一種の移植については、休眠に入る前の時期に実施すること。 

(2) 植生シート又は種子吹付等による法面の緑化に当たっては、在来種を使用し外来種

が混入しないようにすること。 
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４ 人と自然との触れ合い活動の場 

発生土置き場（クララ沢）計画地（以下「計画地」という。）の周辺で魚釣りやハイキ

ングが行われていることや、阿智村内には花見や星空観察等を目的に多くの人が訪れる

地域も存在することから、工事の実施及び工事用車両の運行により、人と自然との触れ合

い活動に影響を及ぼさないよう引き続き配慮すること。 

 

５ その他 

(1) 盛土の崩壊等により下流域に影響が及ぶことがないよう、計画地及び上流域も含め

た周辺の地形・地質の状況や災害履歴を適切に把握するとともに影響検討書に記載し、

安全な計画を立てた上で、責任を持って施工、管理すること。 

(2) 工事完了後の盛土の管理に当たっては、集水井とは別の観測井を設置することや、

縦排水管においても観測を実施するなど、盛土内水位を詳細に把握する方法を検討す

ること。また、点検・保守及び観測の頻度を環境保全計画書に記載するとともに、盛土

内水位を連続観測するよう検討すること。 

(3) 工事用車両の運行に当たっては、一般車両、歩行者等の安全が確保されるよう、関係

機関、地域住民等と協議や調整を十分に行い、必要な措置を講じること。 


